







The Influence of Intrinsic and Identified Motivation on Active Class Attitude
─　Self-regulated learning strategies as mediators　─
Makiko Kodama and Kimiko Nakaoka1
Abstract: This study aimed to examine the influence of intrinsic and identified motivation 
on active class attitude, by mediating with self-regulated learning strategies (SRLS). A 
questionnaire survey was used to collect data on 133 university students. Path analysis was 
conducted, setting intrinsic and identified motivation as the first step, SRLS as the second step, 
and active class attitude as the third step. The results showed that both intrinsic and identified 
motivation had a positive effect on the motivational regulation strategy, which was one factor of 
SRLS. That strategy also showed a positive effect on active class attitude. Additionally, intrinsic 
motivation had a direct positive effect on active class attitude. Despite these findings, identified 
motivation had a direct negative effect on active class attitude. These results indicated that 
encouragement of a motivational regulation strategy is important for promoting an active class 
attitude.


























































































































































































































































































この授業の内容が知りたかったから .86 -.02 .73
この授業を勉強することで知識や能力が見につくのが楽しかったから .81 .11 .75
この授業を勉強することで，好奇心が満たされたから .79 -.24 .49
自分がこの授業を勉強したいと思ったから .78 -.06 .56
この授業の内容を理解できるようになるのがうれしかったから .78 -.06 .56
この授業を勉強し，知識を得ることで幸せになれたから .73 .03 .56
この授業を受ける中で考えたり頭を使ったりするのが好きだったから .72 -.03 .50
この授業を受け，難しい内容を学ぶのが楽しかったから .66 .02 .44
この授業は，自分の能力（知識や学力）を高めることになったから .59 .17 .48
この授業の教材や本などがおもしろかったから .55 -.04 .28
この授業の勉強は，就職試験や職業にとって必要だったから -.28 .80 .50
この授業を勉強することは，将来の成功に結びつくと思ったから .04 .79 .66





Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
この授業の授業内容に興味が無くなってきても，自分を奮い立たせて話を聞いていた .91 -.08 .11 .82
授業中に退屈したとき，頑張って集中していた .90 -.06 .06 .79
授業中に思考がぼんやりし始めたとき，集中するよう努力していた .75 .07 -.16 .57
この授業の授業課題に興味が無くなった時，集中するよう努力していた .75 .02 .03 .59
この授業の授業内容に興味が無くても，内容を理解するように努力していた .74 -.07 .20 .62
興味がない授業でもやる気をもって受けていた .72 -.01 .01 .52
授業中に内容を十分に理解できなかったとき，あとで理解しなおしていた .64 .19 -.06 .55
授業中に自らこれまでの内容理解を確認していた .43 .30 -.28 .36
20.-たいてしを習学てて立を画計，きとるすを習学の業授のこ .86 .01 .72
70.-たいてしを強勉の業授のこてし画計を囲範るきでの分自 .80 -.01 .58
00.たいてしを強勉の業授のこ，ててたを定予の習学の間週一 .79 .01 .63
31.-たいでん組り取てめ決を間時習学，きとるすを習学の業授のこ .76 .19 .61
この授業で新しい内容を学ぶ前に，事前にその内容について大まかな理解をしていた .05 .71 -.06 .52
80.たいてし直え考を法方習学ら自，てせわ合に容内業授の業授のこ .69 .00 .54
22.たいてえ考を容内ぶ学らかれこら自，に前るけ受を業授のこ .57 .08 .56
この授業を受ける前に，自ら以前の内容を覚えているかどうか確かめていた .32 .52 -.11 .51
80.たいでん組り取に題課習学の業授のこてめ決を間時 .44 .28 .42
31.-51.たいてしにうよいなぎすえ考をとこいかなかいくまうが強勉の業授のこ .76 .60
自分が考えていたよりこの授業の勉強がうまくいかなくても，心配し過ぎないようにしていた .04 .04 .63 .44

















1 内発的動機づけ 3.63 0.85
2 同一化的動機づけ 3.35 1.00 .44 ***
3 動機づけ調整方略 3.43 0.87 .36 *** .36 ***
4 認知・行動調整方略 2.68 0.92 .36 *** .39 *** .62 ***
5 情動調整方略 3.04 0.88 .08 .01 .29 ** .40 ***
6 主体的な学習態度 3.76 0.79 .31 *** .13 .66 *** .42 *** .12
注. ***p <.001, **p <.01
相関係数
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